
広報 2012

8/1・15

●防災訓練に参加しましょう
●ヒロシマ・ナガサキ原爆展　
●募集　市民環境フォーラム　参加者
●募集　文化財を守り伝える
　　　　〜彦根城博物館「展示替」見学〜
●募集　「彦根八景」の写真
　　　　（『新修彦根市史』）掲載写真
●ポリオの予防接種が変わります
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集

　
手
を
と
り
あ
っ
て

　
　
〜
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
〜

今回の「広報ひこね」は、１日号と15日号の
合併号です。8月15日号は発行しません。
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手
を
と
り
あ
っ
て

〜
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
〜

彦
根
市
で
は
、
対
象
に
あ
わ
せ
て

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
医
療
費
助
成
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※年に 1 度（７月）、前年の所得により、所得審査を行い、助成が可能か審査します。
　所得制限額など詳しくは、 保険年金課にお問い合わせください。

「コンビニ受診」を控えましょう

　病状的に緊急性がないにもかかわらず、コンビニエ
ンスストアを利用する感覚で、救急医療機関を受診す
る人が増えています。
　このような患者が増えると、入院を要する重症患者
の診療に大きな支障が生じます。このようなことを防
ぐために、普段から健康に対する心がけが大切です。

かかりつけ医を持ちましょう

　かかりつけ医とは、日頃、身近な地域で気軽に相談や
受診ができる医師のことです。かかりつけ医に自分の
病歴、薬のアレルギーの有無、日頃の体調や生活習慣
を知ってもらえれば、「もしも」の救急時にも安心です。
　日頃からかかりつけ医に診てもらうことにより、病
気の予防、早期発見、早期治療にもつながります。

Q １　県外での診療を受けたら？
Ａ１　領収書、通帳、印鑑、保険証、受給者証（小学

生の場合は不要です）を持って、「償還払い（※）」

の申請を、 保険年金課、または支所・各出張
所の窓口で行ってください。（子ども入院医療費助
成制度では、全て「償還払い」となります）

Q ２　受けられる給付は？
Ａ２　保険適用分の医療費です。ただし、保険適用外

の健康診断、予防接種、差額ベッド代、労災、入
院時食事療養費は対象になりません。

　　
Ｑ３　国や県などの他の公費負担がある場合は？
Ａ３　他の助成や公費が受けられる場合は、そちらが

優先になります。

Ｑ４　コルセット（治療用装具）を装着した場合の助成
はあるの？

Ａ４　対象者が加入している医療保険の保険者へ提
出した、医師の意見書、装着証明書の写し、領
収書の写し、療養費支給決定通知書の写しを用
意いただき、「償還払い」の申請を行ってくだ
さい。

Ｑ５　届出が必要なときとは？
Ａ５　保険変更、受給者証の紛失、転居、転出、死亡

のときです。

Ｑ６　所得制限の審査ってなに？
Ａ６　前年の所得により、所得審査を行い発行可能か

審査します。

※償還払い
　　医療機関の窓口で支払った保険適用分の医療費

のうち、各制度で決められた自己負担分を超えた
額が、後で申請することにより、払い戻されるこ
とです。振込は、申請月の翌月末です。

福祉医療費助成制度Q＆A こんなとき、
どうすればいいの？・・・

日頃の健康管理
　　　を大切に

適　正　受　診　の　お　願　い

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
と
は

　

重
度
の
障
害
が
あ
る
人
や
ひ
と
り
親
家

庭
な
ど
、
福
祉
的
配
慮
が
必
要
な
人
の
医

療
費
の
自
己
負
担
額
の
一
部
を
助
成
す
る

こ
と
で
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
制
度

で
す
。
健
康
の
保
持
や
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
し
く
み
と
し

て
は
、
上
表
の
と
お
り
、
自
己
負
担
分
の

一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。

県
と
市
町
で
実
施

　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
は
、
条
例
な
ど

に
基
づ
い
て
、市
町
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

財
源
は
制
度
を
運
用
す
る
市
町
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
滋
賀
県
が
こ
の
制
度
を
実

施
す
る
市
町
に
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と

で
市
町
を
財
政
面
か
ら
支
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど

は
な
く
、
県
と
市
町
の
財
源
の
み
で
実
施

さ
れ
て
い
る
地
方
単
独
の
事
業
で
す
。

　

彦
根
市
で
は
、
健
や
か
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
各
種
助
成
制

度
を
設
け
て
い
て
、
１０
月
か
ら
は
彦
根
市
の
助
成
制
度
を
拡
大
し

ま
す
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
入
院
医
療
費
助
成
制
度
を
始
め
と
す
る
彦
根

市
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。
子
ど
も
入
院
医
療

費
な
ど
の
対
象
と
思
わ
れ
る
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課
☎
30-

６
１
３
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

21-

２
２
２
０
番
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傍
聴
で
き
ま
す

彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議
・

専
門
委
員
会□市

障
害
福
祉
課

①
彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議

内
容　

彦
根
市
障
害
者
計
画
「
ひ
こ
ね

障
害
者
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
の
策

定
と
進
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
ま
す
。

日
時  

8
月
31
日
㈮ 　

午
前
10
時
〜
正

午

②
彦
根
市
障
害
者
福
祉
推
進
会
議
専
門
委

員
会

内
容　

彦
根
市
障
害
福
祉
計
画
の
策
定

と
進
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。

日
時　

8
月
17
日
㈮　

午
後
１
時
30
分

〜
同
３
時
30
分

場
所　

①
・
②
い
ず
れ
も
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
多
目
的
室
（
平
田
町
）

そ
の
他　

傍
聴
席
は
10
席
程
度
で
す
。
入

場
は
先
着
順
で
す
。
会
場
で
受
付
簿
に

氏
名
、
住
所
、
年
齢
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
手
話
通
訳
な
ど
が
必
要
な

場
合
は
、
１
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

注
意
点　

議
事
な
ど
に
対
し
、
拍
手
な
ど

で
賛
否
な
ど
を
表
明
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
写
真
、
ビ
デ
オ
な
ど
の
撮
影
や
録

音
な
ど
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

手
話
通
訳
な
ど
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

障
害
福
祉
課
☎
27-

９
９
８
１
番
、Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
７
番

子ども入院医療費助成制度が
拡大します

〜 10月１日開始〜

　　

彦
根
市
に
は
、
若
い
子
育
て
世
帯
の

割
合
が
高
く
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
大
を
望
む
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
子
育
て
を
し
て
い
る
世
帯

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
に
夢
と
希

望
を
持
て
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
制
度
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
医
療
制
度
っ
て
な
ん
だ
か
難
し
い

し
、
手
続
き
も
よ
く
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
声
も
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
一
人
で

も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
で
笑
顔

に
な
れ
る
よ
う
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
子
ど
も
た
ち
が
元
気
だ
と
、

ま
ち
も
元
気
に
な
り
ま
す
！

　現在、彦根市では、小学校就学前の子どもの通院、入院の
際の医療費（保険適用分）の自己負担分が無料になる「乳幼児
福祉医療費助成」を実施しています。
　さらに、今年の 10 月診療分からは、小学１年生から小学
6 年生の入院に係る医療費（保険適用分）の自己負担分が無料
になります。

子
ど
も
た
ち
の

　
笑
顔
の
た
め
に

　　

保
険
年
金
課　

白
井　

秀
典

対象　　   市内に住む小学生まで
助成対象　入院医療費（保険適用分）

必要書類　印鑑、保険証、通帳、領収書

※受給者証の発行はありま
せん。

※現行の「乳幼児福祉医療
助成」は、これまでどおり、
受給者証を発行します。

申請の流れ

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
に
は
口
座
振
替
を

彦
根
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
ら
れ
る
納
付
案
内
書
な
ど
に
よ
り
、
毎
月

の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま
で
に
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受

け
取
る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、万

一
の
と
き
に
「
障
害
基
礎
年
金
」
や
「
遺
族

基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
の
ご

利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
口
座
振
替
に
し
て

お
く
と
、
毎
月
、
納
め
に
行
く
時
間
と
手
間

が
か
か
ら
ず
便
利
で
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
の
中
に
は
割
引
の
あ
る

お
得
な
振
替
方
法(

早
割
・
一
年
前
納
・
半
年

前
納)

も
あ
り
ま
す
。

　

申
込
方
法
は
、
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
の
届
出
印
）
し

て
近
く
の
年
金
事
務
所
に
申
し
込
む
か
、
ま

た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
の
あ
る
金

融
機
関
窓
口
で
も
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
年
金
事
務
所
国
民
年

金
課
☎
23-

１
１
１
４
番
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る
訓
練
も
ご
観
覧
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
と

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主
な
訓
練
内
容

避
難
誘
導
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
（
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
）、
水
防

訓
練
（
土
の
う
積
み
な
ど
）、
負
傷

者
の
救
出
救
護
訓
練
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
応
急
復
旧
訓
練
、
救

援
物
資
の
搬
送
訓
練
、
炊
き
出

し
訓
練
、
起
震
車
に
よ
る
地
震

体
験
、
水
消
火
器
体
験
、
非
常

食
の
試
食
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
訓
練
な
ど

訓
練
参
加
機
関

彦
根
市
、
彦
根
市
消
防
団
、
近

隣
各
自
治
会
、
近
隣
各
自
主
防

災
組
織
、
彦
根
市
地
域
婦
人
団

体
連
絡
協
議
会
、
ひ
こ
ね
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

各
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
、

各
防
災
関
係
機
関
、
エ
フ
エ
ム

ひ
こ
ね
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
㈱

ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

で
、
停
電
中
の
健
康
状
態
が
心

配
な
人
は
、
事
前
に
医
療
機
関

な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
停
電
中
は
、
電
源
が
必
要
な
固

定
電
話
は
使
え
な
い
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
事
前
に
携
帯
電

話
の
充
電
や
近
く
の
公
衆
電
話

（
１
１
０
番
、１
１
９
番
な
ど
の
緊
急

通
話
も
可
能
）
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
ご
契
約
の
電

話
会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

危
機
管
理
室

☎
30-

６
１
５
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

□市
危
機
管
理
室

日
時　

８
月
25
日
㈯　

午
前
８
時

〜
正
午

場
所　

市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
周
辺

（
松
原
町
）

　

今
年
の
彦
根
市
防
災
訓
練
の
想

定
は
、
大
雨
と
大
規
模
地
震
で
す
。

主
会
場
の
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
周

辺
で
は
、
避
難
誘
導
訓
練
や
地
震

体
験
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど
住
民

参
加
型
の
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
機
関
な
ど
が
実

施
す
る
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
応
急

復
旧
訓
練
や
、
消
防
機
関
が
行
う

火
災
防
御
訓
練
な
ど
臨
場
感
の
あ

８
月
20
日
㈪
・
同
21
日
㈫
に

市
役
所
本
庁
舎
な
ど
を

閉
庁
し
ま
す□市

人
事
課

　

広
報
ひ
こ
ね
７
月
15
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
彦
根
市
役

所
で
も
節
電
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
窓
口
業
務
の
あ
る
部
署

以
外
は
原
則
と
し
て
天
井
照
明
を

消
灯
し
、電
気
ス
タ
ン
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
器
具
）を
使
用
す
る
な
ど
の
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
電
力
需
要
が
急
激
に

増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
お
盆
明

け
直
後
の
平
日
の
２
日
間
、
市
役

所
本
庁
舎
な
ど
を
閉
庁
し
ま
す
。

　

閉
庁
に
際
し
、
で
き
る
限
り
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い

よ
う
、
市
民
課
や
税
務
課
な
ど
の

窓
口
業
務
の
ほ
か
、
支
所
・
各
出

張
所
を
は
じ
め
、
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
や
清
掃
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
、

通
常
ど
お
り
に
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
取
り
組
み

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　

８
月
20
日
㈪
・
同
21
日
㈫

開
庁
・
閉
庁
す
る
部
署
な
ど　

下

表
の
と
お
り

そ
の
他
閉
庁
す
る
施
設

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
貸

実
施
予
告

▼
前
日
の
午
後
６
時
頃
に
、
停
電

の
可
能
性
が
あ
る
グ
ル
ー
プ
、

当
日
の
各
時
間
帯
の
２
時
間
程

度
前
ま
で
に
、
停
電
を
実
施
す

る
対
象
グ
ル
ー
プ
を
公
表

▼
住
ん
で
い
る
地
域
の
実
施
予
告

の
確
認
は
、
関
西
電
力
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.kepco.
co.jp/

）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、上

記
の
「
お
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

実
施
方
法　

関
西
電
力
管
内
を
い

く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
時
間
を
決
め

て
実
施
さ
れ
ま
す

万
が
一
の
計
画
停
電
時
に
は

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
体
調
管
理
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
ご

注
意
く
だ
さ
い
。（
こ
ま
め
に
水

分
、
塩
分
を
補
給
す
る
な
ど
し
て
熱

中
症
な
ど
の
予
防
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
）

▼
停
電
予
定
の
時
間
帯
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
や
換
気
扇
な

ど
は
、
作
動
し
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
な

ど
火
気
を
使
用
す
る
際
は
、
窓

を
開
け
る
な
ど
、
換
気
に
じ
ゅ

う
ぶ
ん
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
自
宅
で
医
療
を
受
け
て
い
る
人

万
が
一
の
備
え
と
し
て
の

計
画
停
電
の
お
知
ら
せ

□市
危
機
管
理
室

　

関
西
電
力
管
内
で
は
、
こ
の
夏

に
お
い
て
も
、
電
力
の
需
給
状
況

が
非
常
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
こ
ね
７
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
家
庭
や
事

業
所
な
ど
で
の
節
電
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

節
電
目
標　

10
％
以
上
（
平
成
22

年
夏
と
比
較
し
て
）

　　

な
お
、
万
が
一
の
備
え
と
し
て
、

関
西
電
力
管
内
で
計
画
停
電
の
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
は
、
関
西
電
力

か
ら
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、「
電

気
ご
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」、ま
た

は
、「
お
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
間　

９
月
７
日
㈮
ま
で
の
平
日

（
８
月
13
日
㈪
〜
同
15
日
㈬
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

９
時
の
う
ち
、原
則
、各
グ
ル
ー

プ
１
日
に
つ
き　

２
時
間
程
度

お
問
い
合
わ
せ
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０-

９
１
１-

７
７
７

番
（
受
付
時
間　

平
日
午
前
９
時

～
午
後
８
時
、
土
・
日
曜
日
・
祝

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）

館
業
務
は
実
施
し
ま
す
）、
東
山
会

館(

東
山
児
童
館)

通
常
ど
お
り
業
務
を
行
う
施
設

支
所
、各
出
張
所
、福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
課
、介
護
福
祉

課
、子
育
て
支
援
課
、子
ど
も
青
少
年

課
、
健
康
推
進
課
）、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
障
害
福
祉
課
）、子
ど
も

療
育
セ
ン
タ
ー
、
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
子
ど
も
未
来
室
）、東
保
育

園
、
西
保
育
園
、
ふ
た
ば
保
育

園
、
ふ
れ
あ
い
の
館
、
荒
神
山

自
然
の
家
、
人
権
・
福
祉
交
流

会
館
（
広
野
教
育
集
会
所
）、
清
掃

セ
ン
タ
ー
、
市
立
病
院
、
消
防
、

高
宮
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
、
み

ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区

公
民
館
、
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
、

市
立
図
書
館
、
稲
枝
地
区
体
育

館
、
武
道
場
、
弓
道
場
、
彦
根

城
管
理
事
務
所
、
開
国
記
念
館
、

彦
根
城
博
物
館

※
指
定
管
理
者
が
管
理
運
営
を

行
っ
て
い
る
施
設
（
ひ
こ
ね
市
文

化
プ
ラ
ザ
、ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す
な
ど
）

は
、
通
常
ど
お
り
業
務
を
行
い

ま
す
。
詳
細
は
、
各
施
設
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
☎

30-

６
１
０
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

「
鳥
居
本
宿
交
流
館　

さ
ん
あ
か
」

□市
観
光
振
興
課

　

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
中
山

道
鳥
居
本
宿
交
流
施
設
」
の
愛
称

の
募
集
に
、
２
１
９
件
の
応
募
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
数
の
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

愛
称
は
、
鳥
居
本
の
「
３
つ
の

赤
い
名
産
品
（
ス
イ
カ
、
合
羽
、
赤

玉
神
教
丸
）」
を
地
元
で
「
さ
ん
あ

か
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。
中
山
道
を
訪
れ

る
と
き
は
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
振
興
課

☎
30-

６
１
２
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

就
業
構
造
基
本
調
査
が

実
施
さ
れ
ま
す　
　
　
　

 

□市
企
画
課

　

総
務
省
で
は
10
月
１
日
を
調
査

期
日
と
し
て
、
就
業
構
造
基
本
調

査
を
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

８
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
準

備
調
査
の
た
め
、
指
定
さ
れ
た
地

域
の
世
帯
へ
聞
き
取
り
調
査
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎

30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替

□市
上
水
道
業
務
課

　

広
報
ひ
こ
ね
７
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
検
定
満
期

を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

を
、
８
月
か
ら
９
月
に
行
い
ま
す

（
50
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
型
メ
ー

タ
ー
は
、
10
月
か
ら
11
月
に
実
施
）

　

取
替
作
業
は
彦
根
市
の
負
担
で

行
い
、
左
の
従
事
者
証
を
携
帯
し

た
作
業
員
が
行
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
家
庭（
ま
た
は
事
業
所
）

に
は
、
事
前
に
は
が
き
を
送
付
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
上
下
水

道
料
金
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー (

受
託
事
業
者　

㈱
エ
コ
シ

テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
）
☎
27-

２
８
０

２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

２
８
０
３

番
、
上
下
水
道
業
務
課
☎
22-

２
７
２
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

５

４
３
３
番
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子
ど
も
が
火
に
対
す
る
正

し
い
知
識
が
な
い
ま
ま
で
、

花
火
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
な
ど
の
楽
し
く
安
全
な
火

の
イ
メ
ー
ジ
で
興
味
を
持
つ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　

ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
を
使

っ
て
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を

し
た
り
、
燃
え
る
も
の
に
火

を
つ
け
た
結
果
、
人
の
力
で
消
す
こ

と
の
で
き
な
い
恐
ろ
し
い
炎
に
な
り

火
災
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

火
を
消
し
た
つ
も
り
で
も
完
全
に

消
え
て
い
な
い
状
態
で
、
数
時
間
後

に
火
災
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　

火
遊
び
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
自

分
の
子
ど
も
に
限
ら
ず
火
災
の
恐
ろ

し
さ
を
教
え
て
、
絶
対
に
火
遊
び
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
あ
げ
る
よ
う

場
所　

湖
東
合
同
庁
舎
１
階　

市

役
所
会
議
室
（
元
町
）

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番

建
物
を
新
築
・
増
築
し
た
皆
さ
ん
へ

固
定
資
産
税
の
家
屋
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

□市
税
務
課

　

住
宅
、
倉
庫
、
事
務
所
、
店
舗

な
ど
、
建
物
を
新
築
・
増
築
す
る

と
、
固
定
資
産
税
（
市
街
化
区
域
内

で
は
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
）
が

新
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
固
定
資
産
税
の
税
額
を

計
算
す
る
た
め
に
、

税
務
課
の

職
員
が
建
物
の
調
査
に
伺
い
ま

す
。
建
物
の
外
観
と
と
も
に
、
各

部
屋
を
拝
見
し
ま
す
の
で
、
必
ず

展
示
内
容

▼
（
新
）
小
・
中
学
校
の
平
和
学

習
の
報
告
（
東
中
学
校　

８
月
１

日
㈬
〜
同
９
日
㈭
、平
田
小
学
校　

８
月
９
日
㈭
〜
同
17
日
㈭
）

▼
市
民
が
描
い
た
原
爆
の
絵

▼
ビ
デ
オ
上
映
（
８
月
５
日
㈰
、同

12
日
㈰
の
み
）

市
民
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期
間　

８
月
１
日
㈬
〜
同
17
日
㈮

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
１
日

㈬
は
午
後
１
時
〜
、
17
日
㈮
は
午
後

４
時
ま
で
、
火
曜
日
は
休
み
）

展
示
内
容

▼
（
新
）
平
和
市
長
会
議
原
爆
ポ

ス
タ
ー
展

▼
子
ど
も
た
ち
の
平
和
ポ
ス
タ
ー

傍
聴
で
き
ま
す

第
６
回
彦
根
市
廃
棄
物
減

量
等
推
進
審
議
会

□市
生
活
環
境
課

　

ゴ
ミ
減
量
化
と
再
資
源
化
を
進

め
る
方
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す

る
審
議
会
で
す
。
会
議
は
公
開
で

行
わ
れ
、
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
廃
棄
物
対

策
の
現
状
と
課
題
を
再
確
認
し
て
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
再
度
検

討
し
、
答
申
（
案
）
に
つ
い
て
審

議
し
ま
す
。

日
時　

８
月
27
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
同
４
時
15
分

建
築
主
か
、
家
族
の
ど
な
た
か
の

立
ち
会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
時
間
は
、
30
分
か
ら
１
時

間
程
度
で
す
。
調
査
の
際
に
、
建

物
の
平
面
図
・
立
面
図
な
ど
の
図

面
や
、
仕
様
・
設
計
書
、
建
築
確

認
申
請
書
な
ど
を
ご
用
意
い
た

だ
く
と
、
よ
り
短
時
間
で
正
確
な

調
査
が
で
き
ま
す
。

　

留
守
が
ち
な
お
宅
は
、
事
前
に

都
合
の
よ
い
日
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
調
査
日
時
を
調
整
し
ま

す
。

　

ま
た
、
以
前
か
ら
課
税
さ
れ
て

い
る
建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き

や
、
用
途
を
変
更
し
た
場
合
な
ど

は
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産

税
係
☎
30-

６
１
３
８
番
、Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
展

□市
総
務
課

　

彦
根
市
は
、
世
界
の
恒
久
平
和

を
求
め
、
昭
和
58
年
10
月
１
日
に

「
核
兵
器
廃
絶
都
市
」を
宣
言
し
ま

し
た
。
わ
が
国
は
、
世
界
で
唯
一

の
被
爆
国
で
す
。
被
爆
者
の
苦
し

み
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
、
永
久

に
語
り
継
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
核
兵
器
に
よ
る

過
ち
が
二
度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い

よ
う
願
い
、
ま
た
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
心
に
平
和
の
尊
さ
を
し
っ

か
り
刻
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、「
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
彦
根
ユ
ネ
ス
コ
協

会
と
の
共
催
に
よ
り
新
た
な
展
示

を
た
く
さ
ん
行
い
ま
す
。
多
数
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

主
催　

彦
根
市
・
彦
根
ユ
ネ
ス
コ

協
会

協
力　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
・

㈶
長
崎
平
和
推
進
協
会
・
平
和

市
長
会
議

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
☎

30-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

彦
根
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

期
間　

８
月
１
日
㈬
〜
同
17
日
㈮

展
示
内
容

▼
被
爆
現
物
資
料　

▼
（
新
）
戦
時
中
の
市
内
の
写
真

▼
（
新
）
小
・
中
学
校
の
平
和
学

習
の
報
告
（
平
田
小
学
校　

８
月

１
日
㈬
〜
同
９
日
㈭
、東
中
学
校　

８
月
９
日
㈭
〜
同
17
日
㈭
）

市
立
図
書
館
開
架
室
・
第
１
集
会
室

期
間　

８
月
１
日
㈬
〜
同
17
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
月
曜

日
は
休
館
）

原爆投下の日に
慰霊と平和の祈りを

ささげましょう

　  

　

　広島市と長崎市での原爆死没
者のめい福と、世界の恒久平和
を願い、それぞれの家庭や職場、
地域で、原爆が投下された時刻
に黙とうをささげましょう。

原爆が投下された時刻
広島市　８月６日    ８：１５
長崎市　８月９日 １１：０２

発掘調査成果展
〜地面の下の玄宮園を掘る〜

　江戸時代の玄宮園の景観を復元
する保存整備工事に先立ち、平成
21 年から発掘調査を実施していま
す。
　今回の展示では、これらの発掘調
査の成果を紹介します。
開催期限　９月 26 日㈬　
　8：30 ～ 17：00
場所　開国記念館（金亀町）のロビー
展示内容　調査状況の写真、発掘調

査で出土した土器・陶磁器など
入館料　無料
問い合わせ先　 教育委員会文化

財課☎ 26‐5833、FAX26‐
5899

火
遊
び
・
花
火
に
よ
る
火
災
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
！

障
害
者
雇
用
推
進
事
業
所
を
表
彰
し
ま
す

□市
商
工
課
・
彦
根
商
工
会
議
所
・
稲
枝
商
工
会

　

彦
根
市
と
彦
根
商
工
会
議
所
・
稲
枝
商
工
会
で
は
、
社
会

に
お
け
る
障
害
者
雇
用
の
理
解
を
広
め
、
障
害
者
雇
用
の
促

進
と
就
労
の
安
定
を
図
る
た
め
、
障
害
者
雇
用
に
理
解
と
熱

意
の
あ
る
事
業
所
を
表
彰
し
ま
す
。

対
象　

彦
根
地
域
（
彦
根
商
工
会
議
所
と
稲
枝
商
工
会
の
地
区
）
の

事
業
所
で
、
次
の
４
つ
の
基
準
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
業
所
。

　
　

た
だ
し
、
重
度
障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所
や
就
労
継
続

支
援
事
業
を
行
う
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
は
除

き
ま
す
。
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
の
対
象
と
な
る
事
業
所

は
、法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

①
障
害
者
雇
用
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
積
極
的
に
障
害
者

雇
用
を
推
進
し
て
い
る
こ
と

②
職
場
実
習
や
委
託
訓
練
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
な

ど
、
障
害
者
雇
用
施
策
に
協
力
し
て
い
る
こ
と

③
き
め
細
や
か
な
職
務
配
置
、
職
場
改
善
な
ど
を
行
い
、
職

場
定
着
に
積
極
的
に
努
力
し
て
い
る
こ
と

④
そ
の
他
、
特
に
障
害
者
雇
用
と

　

障
害
者
の
福
祉
に
貢
献
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

応
募
方
法　

障
害
者
雇
用
に
関
わ
る
団
体
の
長
に
よ
る
推

薦
、
ま
た
は
事
業
所
に
よ
る
自
薦
応
募
と
し
ま
す
。

商

工
課
、
彦
根
商
工
会
議
所
（
中
央
町
）、
稲
枝
商
工
会
（
稲
部

町
）
に
あ
る
、
推
薦
調
書
・
応
募
用
紙
を

商
工
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
推
薦
調
書
・
応
募
用
紙
は
、
彦
根
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

応
募
締
切
日　

９
月
７
日
㈮

そ
の
他　

11
月
中
旬
に
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
　

表
彰
を
受
け
た
事
業
所
は
、
広
報
ひ
こ
ね
や
彦
根
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎
30-

６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

９
６
７
６
番

　

子
ど
も
の
火
遊
び
に
よ
る
火
災
は
、

特
に
、
夏
休
み
期
間
中
に
、
家
族
の

留
守
中
や
、
人
目
に
つ
か
な
い
空
き

家
・
空
き
地
な
ど
で
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

に
し
ま
し
ょ
う
。

楽
し
い
花
火
を
し
よ
う

　

気
軽
に
楽
し
め
る
花
火
も
、
取
り

扱
い
を
誤
る
と
火
事
や
、
や
け
ど
な

ど
の
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

火
災
や
、
や
け
ど
な
ど
の
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意

し
、
夏
の
楽
し
い
思
い
出
に
し
ま

し
ょ
う
。
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秘
書
に
は
、日
の
吉
凶
は
天
が
決
め
る
も

の
で
は
な
く
、人
の
行
い
で
善
悪
が
決
ま

る
、
と
あ
り
ま
す
。

　

２
人
は
、占
い
や
信
仰
を
否
定
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。家
康
の
遺
品
に
も

天
体
や
神
仏
に
関
わ
る
文
様
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
し
、
成
宗
の
秘
書
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
も
の
を
陰
と
陽
に
分
け
る
陰
陽
五

行
説
に
関
わ
る
記
述
が
随
所
に
見
ら
れ

ま
す
。
戦
国
期
は
、天
に
武
運
長
久
を
祈

る
信
仰
を
続
け
な
が
ら
も
、自
力
で
運
を

切
り
開
く
合
理
的
な
思
考
も
広
が
っ
た

時
代
で
し
た
。信
仰
世
界
と
現
実
世
界
と

の
混こ

ん

沌と
ん

の
中
、
武
将
た
ち
は
、
両
世
界
の

価
値
観
を
胸
に
戦
場
に
臨
ん
だ
の
で
す
。

　

井
伊
直
幸
は
泰
平
の
世
に
生
き
た
人

で
、そ
の
世
界
観
は
さ
ら
に
変
化
し
た
は

ず
で
す
。
鎌
倉
時
代
、
戦
国
時
代
、
そ

し
て
江
戸
時
代
へ
と
、そ
れ
を
使
う
人
間

の
考
え
は
変
化
し
て
も
、軍
扇
の
形
式
は
、

固
有
の
形
を
保
ち
な
が
ら
変
わ
ら
ず
に

受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　

髙
木
文
恵
）

を
貼は

り
付
け
、
裏
面
は
、
紅
色
の
紙
の

地
に
銀
箔
を
貼
り
付
け
て
月
を
あ
ら
わ

し
て
い
ま
す
。

　

８
本
あ
る
骨
の
う
ち
、
両
端
の
親
骨

２
本
が
太
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
九く

曜よ
う

文
と

北
斗
七
星
文
と
を
透
か
し
彫
り
で
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
骨
を
束
ね

る
要か

な
め

の
部
分
に
は
鵐

し
と
ど

目め

を
入
れ
て
革か

わ

緒お

を
通
し
、
手
首
に
通
し
て
落
ち
な
い
よ

う
に
す
る
腕う

で

貫ぬ
き

の
緒
と
し
て
い
ま
す
。

　

日に
ち

輪り
ん

、
月が

ち

輪り
ん

、
九
曜
、
北
斗
七
星
は
、

い
ず
れ
も
天
体
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

天
文
は
神
仏
や
占
い
と
深
く
関
わ
る
も

の
で
、
武
将
た
ち
は
、
生
死
を
分
け
る

　
『
平
家
物
語
』
の
有
名
な
一
段
、那な

須す
の

与よ

一い
ち

が
活
躍
す
る
「
扇
の
的ま

と

」。
源
平

の
屋
島
の
合
戦
に
お
い
て
、
源
氏
方
の

与
一
が
、
平
氏
方
の
軍
船
に
掲
げ
ら
れ

た
扇
の
的
を
見
事
射
落
と
し
、
両
軍
と

も
感
嘆
し
た
１
節
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

軍
扇
は
、「
み
な
紅
の
扇
の
日
出
し
た

る
」。
つ
ま
り
、全
面
紅
地
に
日
を
描
い

た
扇
で
し
た
。
色
鮮
や
か
な
扇
が
、
空

に
舞
っ
て
白
波
の
上
に
漂
う
姿
は
、
さ

な
が
ら
、
１
幅
の
絵
画
の
よ
う
で
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

軍
扇
と
は
、
武
将
が
陣
中
で
軍
勢
を

指
揮
す
る
の
に
用
い
た
扇
で
、
重
要
な

武
具
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
。
軍
陣

の
作
法
が
決
め
ら
れ
て
い
く
中
で
用
途

も
広
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
紹
介
す
る
軍
扇
（
写
真
１
・
２
）

は
、
色
は
異
な
る
も
の
の
、
平
家
物
語

に
見
る
扇
を
思
わ
せ
る
も
の
で
す
。
時

代
は
下
り
ま
す
が
、
彦
根
藩
井
伊
家
10

代
直な

お

幸ひ
で

（
１
７
３
１
〜
８
９
）
の
甲か

っ

冑ち
ゅ
うの

付
属
品
と
し
て
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

地
紙
の
表

お
も
て

面
は
、
紅
色
の
紙
に
、
日

を
あ
ら
わ
す
円
の
部
分
を
残
し
て
金き

ん

箔ぱ
く

軍
扇
と
武
将

戦
場
で
用
い
る
武
器
や
武
具
に
、
そ
の

信
仰
や
祈
り
を
文
様
の
形
で
表
現
し
た

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
文
様
は
、
特
に
戦

国
期
の
甲
冑
や
刀
剣
に
も
よ
く
登
場
し

ま
す
。

　

徳
川
家
康
は
、
晩
年
、
興
味
深
い
言

葉
を
残
し
て
い
ま
す
。—

軍
陣
で
は
勇

気
を
主
と
し
て
攻
め
る
の
が
良
く
、
勝

敗
は
そ
の
時
の
運
次
第
で
あ
る
、
必
ず

勝
と
う
と
思
っ
て
も
勝
て
ず
、
あ
ま
り

思
わ
な
く
て
も
勝
つ
こ
と
も
あ
る
、
考

え
す
ぎ
る
と
か
え
っ
て
損
で
あ
る—

。

　

ま
た
、
文
明
14
年
（
１
４
８
２
）
に
書

か
れ
た
伊
達
氏
12
世
成な

り

宗む
ね

筆
と
伝
え
る

▲写真 1　日月図軍扇（表）

　

写
真
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展

「
戦
陣
の
装
い
」
で
７
月
27
日
㈮

か
ら
８
月
28
日
㈫
ま
で
展
示
し

て
い
ま
す
（
期
間
中
無
休
）。

▲写真 2　日月図軍扇（裏）
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回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
完
成

　

患
者
中
心
の
医
療
を
実
現
し
、

病
気
が
発
症
し
た
急
性
期
の
治
療

を
終
え
た
後
、
身
体
機
能
を
で
き

る
だ
け
も
と
の
よ
う
に
回
復
し
、

在
宅
で
療
養
し
な
が
ら
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
公
益
財
団
法
人
豊
郷

病
院
が
平
成
23
年
度
か
ら
進
め
て

き
た
、「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
」
が
５
月
に
完
成
し

ま
し
た
。

▼
事
業
内
容　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

　

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟　

30
床
新
設

　

鉄
骨
造
2
階
建　

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

圏
域
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
地
域
医
療
の
強
化

　

湖
東
定
住
自
立
圏
構
想
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
う
ち
、
医
療
の

分
野
は
、
滋
賀
県
の
「
地
域
医
療
再
生
計
画
」
と
連
携
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　
「
湖
東･

湖
北
医
療
圏
地
域
医
療
再
生
計
画
推
進
協
議
会
」
に
お
い

て
、
承
認
さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
の
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

な
お
、
国
の
臨
時
特
例
交
付
金
を
元
に
設
置
さ
れ
た
滋
賀
県
地
域

医
療
再
生
基
金
を
主
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

延
べ
床
面
積　

約
１
、
５
０
０

㎡
（
5
月
開
設
）

▼
補
助
限
度
額　

３
億
円

地
域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築

　

圏
域
内
の
限
ら
れ
た
医
療
資
源

を
有
効
に
活
用
し
、
地
域
医
療
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
圏
域
内

医
療
機
関
相
互
の
役
割
の
明
確
化
、

連
携
強
化
を
進
め
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
は
、
湖
東
、
湖

北
両
医
療
圏
内
の
医
療
機
関
の
連

携
を
図
り
、
診
療
情
報
な
ど
を
共

有
化
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
導
入
す
る
も
の
で
す
。

▼
事
業
内
容　

地
域
医
療
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
整
備
事
業

（
平
成
24
年
度
～
25
年
度
）

▼
平
成
24
年
度
中
ま
た
は
平
成
25

年
度
当
初
稼
働
予
定

▼
事
業
費
（
全
額
補
助
）　

2
億
３

千
万
円

湖
東
地
域
リ
ハ
ビ
リ
推
進
セ

ン
タ
ー
事
業

　

障
害
者
や
高
齢
者
、
そ
の
家
族

が
住
み
な
れ
た
家
庭
や
地
域
で
安

心
し
て
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
１
市
４
町
が
共
同
で

湖
東
地
域
リ
ハ
ビ
リ
推
進
セ
ン

タ
ー
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
、
こ
の
事
業

を
彦
根
市
立
病
院
へ
委
託
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

▼
事
業
内
容　

湖
東
地
域
リ
ハ
ビ

リ
推
進
セ
ン
タ
ー
の
運
営

▼
補
助
限
度
額　

事
業
費
１
千
万

円
の
う
ち
３
０
０
万
円　

湖
東
地
域
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
事
業

　

圏
域
内
の
医
療
や
保
健･

福
祉

等
の
関
係
者
が
情
報
を
共
有
し
、

各
医
療
機
関
等
の
役
割
分
担
と
連

携
を
図
る
た
め
、
湖
東
地
域
医
療

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

　

来
年
度
の
完
成
に
向
け
、
現
在
、

セ
ン
タ
ー
の
設
計
を
進
め
て
い
ま

す
。

▼
事
業
内
容　

湖
東
地
域
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

▼
補
助
限
度
額　

３
億
円

消
防
お
よ
び
救
急
搬
送
業
務

　

消
防
業
務
は
、
火
災
や
救
助
な

ど
の
消
防
体
制
の
強
化
を
図
り
、

よ
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

救
急
搬
送
業
務
は
、
需
要
が
高

ま
る
中
、
真
に
緊
急
を
要
す
る
傷

病
者
へ
の
迅
速
な
対
応
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

☎
24-

０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

５
８
７
０
番

▶
豊
郷
病
院
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
棟

９月上旬から
病児・病後児保育を始めます

　
　病気のために保育所などに登園できな
い子どもを一時的に預かる事業を始めま
す。
　申込方法など詳しくは、広報ひこね９
月１日号でお知らせします。　

対象　おおむね 10 歳未満の子ども
開設時期　９月上旬（予定）

実施機関　藤野こどもクリニック（戸賀町）

問い合わせ先　 子育て支援課☎ 23-
9597、FAX26-1768
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市
民
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
次
世
代
へ
つ
な
が
る
ひ
ろ
が
る

　

え
こ
ア
ク
シ
ョ
ン
〜

▼
共
通
事
項

〈
日
程
〉
８
月
11
日
㈯　
〈
場
所
〉

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根
（
小
泉
町
）
２
階

研
修
室　
〈
定
員
〉
１
０
０
人
（
先

着
順
）　
〈
申
込
期
限
〉
８
月
10
日

㈮
〈
参
加
費
〉
無
料　
〈
申
込
・
問

い
合
わ
せ
先
〉

生
活
環
境
課
☎

30-

６
１
１
６
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０

３
９
５
番

〈
内
容
〉
▼
第
１
部　

意
見
交
換

会
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）　
〈
時
間
〉

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
10
分　

環

境
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
に
、
地

球
の
環
境
学
習
や
啓
発
活
動
を
行

う
「
え
こ
リ
ー
ダ
ー
（
環
境
推
進

員
）」
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
の
制
度
を

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
、

環
境
活
動
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

を
行
い
ま
す
。

▼
第
２
部　

市
民
共
同
太
陽
光
発

電
の
出
資　
〈
時
間
〉午
後
０
時
10

〜
同
45
分　

今
年
度
の
市
民
出
資

に
よ
る
太
陽
光
発
電
施
設
設
置
に

つ
い
て
の
説
明
会
も
開
催
し
ま
す
。

俳
遊
館　

俳
句
作
品

〈
投
句
の
決
ま
り
〉彦
根
城
、
玄
宮

楽
々
園
、
埋

う
も
れ

木ぎ
の

舎や

の
ほ
か
、
戦
国

な
ど
彦
根
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た

は
四
季
を
通
じ
て
の
「
雑ざ

つ

詠え
い

」
で
、

自
作
、
未
発
表
の
も
の
を
１
人
に

つ
き
３
句
以
内　
〈
投
句
方
法
〉は

が
き
１
枚
に
３
句
以
内
を
楷か

い

書し
ょ

で

書
き
、
は
が
き
表
面
の
差
出
人
欄

に
、郵
便
番
号
、住
所
（
ふ
り
が
な
）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
） 
、俳
号
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
、
中
学
生
以
下
は

学
校
名
（
ふ
り
が
な
） ・ 

学
年
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。　
〈
費
用
〉無
料

〈
申
込
期
間
〉８
月
15
日
㈬
〜
９
月

30
日
㈰
（
当
日
消
印
有
効
）　
〈
賞
〉

「
一
般
の
部
」「
小
・
中
学
生
の
部
」

に
つ
い
て
、
各
選
者
が
特
選
３
句
、

入
選
15
句
を
選
定
し
ま
す
。
入
賞

者
に
は
記
念
品
と
入
選
句
集
を
贈

り
、
入
賞
作
品
を
俳
遊
館
で
展
示

し
ま
す
。　
〈
選
者
〉寺
村
滋し

げ
るさ
ん
、

成
宮
紫し

水す
い

さ
ん
、
野
瀬
章あ

や

子こ

さ
ん

〈
そ
の
他
〉他
の
俳
句
誌
な
ど
へ
の

二
重
投
句
や
類
想
句
、
類
似
句
が

判
明
し
た
場
合
は
、
発
表
後
で
も

入
選
を
取
り
消
し
ま
す
。　〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
俳
遊
館 

（
〒
５

２
２-

０
０
６
４　

本
町
一
丁
目
３-

24
）

☎・Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

６
８
４
９　

※
火

曜
日
は
休
館　

夏
休
み
親
子
彦
根
城
探
検
隊

〈
内
容
〉
彦
根
城
を
テ
ー
マ
に
、日

頃
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
な

ど
も
探
検
し
、
彦
根
城
の
歴
史
や
、

彦
根
城
に
施
さ
れ
た
工
夫
を
学
び

ま
す
。　
〈
日
時
〉８
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
同
４
時　

※
雨

天
中
止　
〈
集
合
場
所
〉
開
国
記

念
館
前
（
金
亀
町
）　
〈
対
象
〉
市
内

在
住
の
親
子
、
ま
た
は
彦
根
の
歴

史
や
文
化
に
関
心
の
あ
る
親
子　

〈
定
員
〉
50
組
（
先
着
順
）　
〈
参
加

費
〉
無
料　
〈
持
ち
物
〉
テ
キ
ス
ト

に
「
彦
根
城
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

使
用
し
ま
す
。
す
で
に
持
っ
て
い

る
人
は
当
日
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
購
入
す
る
人
は
１
部
２
０
０

円
で
す
。　
〈
申
込
期
間
〉８
月
１

日
㈬
〜
同
16
日
㈭　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会
文
化

財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

５
８
９
９
番　

※
①
住
所

②
氏
名
（
親
子
と
も
）
③
電
話
番
号

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

子
育
て
講
座

赤
ち
ゃ
ん
の
気
持
ち
と
親
の
願
い

〈
内
容
〉子
ど
も
の
心
と
体
の
関
係

に
つ
い
て
知
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
気

持
ち
の
表
し
方
に
気
づ
き
な
が
ら
、

親
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
け

ば
い
い
か
幼
児
教
育
の
先
生
か
ら

学
び
ま
す
。　〈
日
時
〉８
月
20
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
同
11
時
30
分 

〈
場

所
〉

 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

（
日
夏
町
）　
〈
対
象
〉
０
〜
３
歳
の

子
ど
も
の
保
護
者　
〈
定
員
〉25
組

（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉無
料　
〈
持
ち

物
〉
筆
記
用
具
、飲
み

物　
〈
託
児
〉20
人（
先

着
順
）　
〈
申
込
期
間
〉

８
月
６
日
㈪
〜
同
15

日
㈬　
〈
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
〉

子
ど

も
未
来
室
☎
28-

１

５
８
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

28-

３
６
４
６
番　

※
電
話
か
直
接
窓
口

へ

▶
彦
根
城
天
守
隠
し
部
屋
の

　
体
験
の
様
子

文
化
財
を
守
り
伝
え
る

〜
彦
根
城
博
物
館
「
展
示
替
」
見
学
〜

〈
内
容
〉
彦
根
城
博
物
館
で
展
示

品
を
入
れ
替
え
る
「
展
示
替
」
の

様
子
を
公
開
し
ま
す
。
文
化
財
の

保
存
と
公
開
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
て
年
間
11
回
の
展
示
替
え

を
し
て
い
ま
す
。
貴
重
な
文
化
財

を
取
り
扱
う
様
子
を
見
る
こ
と

で
、
文
化
財
を
身
近
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。　
〈
日
時
〉①
８
月
２9
日
㈬

②
９
月
２6
日
㈬　

い
ず
れ
も
午
後

２
時
〜
同
３
時　
〈
場
所
〉
彦
根

城
博
物
館　
〈
対
象
〉
①
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
②
一
般

　
〈
定
員
〉
各
回
20
人
（
先
着
順
）

　
〈
参
加
費
〉
無
料　
〈
そ
の
他
〉

駐
車
場
は
、
城
内
有
料
観
光
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
〈
申

込
開
始
日
〉
８
月
１
日
㈬
〜　

定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
開
催
７

日
前
ま
で
受
付
（
消
印
有
効
）　
〈
申

込
方
法
〉
往
復
は
が
き
の
往
信
の

裏
面
に
、
①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
市

内
在
勤
の
人
は
勤
務
先
、
在
学
の

人
は
学
校
名
⑥
希
望
日
時
を
、
返

信
の
表
面
に
、
①
郵
便
番
号
②
住

所
③
氏
名
を
書
い
て
郵
送
。
１
人

に
つ
き
１
枚
の
は
が
き
で
申
込
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
城
博
物

館（
〒
５
２
２-

０
０
６
１　

金
亀
町
１

-

１
）
☎
22-

６
１
０
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

６
５
２
０
番

県
立
盲
学
校
公
開
講
座

「
点
字
の
世
界
」

〈
内
容
〉点
字
に
興
味
の
あ
る
人
の

参
加
を
募
集
し
ま
す
。
初
級
コ
ー

ス
、
中
級
コ
ー
ス
、
応
用
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。　
〈
日
時
〉９
月
８

日
㈯
〜
10
月
27
日
㈯　

10
月
20
日

㈯
を
除
く
土
曜
日
に
開
催
（
全
７

回
）　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
同

５
時　
〈
場
所
〉滋
賀
県
立
盲
学
校

（
西
今
町
）　
〈
対
象
〉
初
め
て
点
字

と
出
会
う
人
、
点
字
を
も
う
一
度

じ
っ
く
り
覚
え
て
み
た
い
人
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
う
点
訳
を
体
験
し
た

い
人　
〈
定
員
〉
30
人
（
先
着
順
）

　
〈
費
用
〉
３
、
５
０
０
円
（
別
途
、

初
級
コ
ー
ス
の
み
教
材
費
１
、
２
０
０

円
が
必
要
）　
〈
申
込
期
間
〉８
月
８

日
㈬
〜
同
31
日
㈮　

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
８
月
13
日
㈪
〜
同
15
日

㈬
を
除
く
）　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
滋
賀
県
立
盲
学
校
（
担
当　

徳

田
）
☎
22-

２
３
２
１
番

湖
東
焼
と
陶
芸
体
験
教
室

〈
内
容
〉彦
根
に
伝
わ
る
湖
東
焼
の

歴
史
に
触
れ
、
そ
の
感
性
を
自
ら

の
陶
芸
作
品
と
し
て
残
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
た
ね
や
美み

濠ほ
り

舎の
や

美
術
館

見
学
、
昼
食
に
「
ひ
こ
ね
丼
」、
抹

茶
茶ち

ゃ

碗わ
ん

の
作
陶
体
験
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。　
〈
日
時
〉
①
８

月
26
日
㈰
、
②
９
月
９
日
㈰
、
③

同
23
日
㈰
、
④
10
月
14
日
㈰
、
⑤

同
28
日
㈰　

い
ず
れ
も
午
前
11
時

〜　
〈
集
合
場
所
〉た
ね
や
美
濠
舎

（
本
町
一
丁
目
）　
〈
定
員
〉
各
日
と

も
15
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉
２
千

円
（
昼
食
代
込
み
）　
〈
申
込
期
限
〉

各
開
催
日
の
前
日　
〈
そ
の
他
〉

作
品
の
焼
成
は
11
月
の
予
定
。
詳

細
は
後
日
参
加
者
に
連
絡
し
ま
す
。

　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
湖
東
焼
を
育
て
る
会
（
担

当　
武
田
さ
ん
）☎
０
９
０-

７
４
９

８-

８
６
４
４
番　

※
電
話
で
、①

氏
名
②
住
所
③
電
話
番
号
④
希
望

日
（
第
２
希
望
日
ま
で
）
を
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

彦
根
市
テ
ニ
ス
親
善
交
流
会

〈
内
容
〉テ
ニ
ス
愛
好
者
の
親
善
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。
年
齢
別
の

硬
式
ダ
ブ
ル
ス
で
、
チ
ー
ム
に
よ

る
リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
す
。　
〈
日

時
〉
９
月
２
日
㈰　

午
前
８
時
30

分
〜　

※
雨
天
時
は
同
９
日
㈰　

〈
場
所
〉金
亀
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
金
亀
町
）　
〈
参
加
費
〉千
円
（
保
険

料
含
む
）　

※
彦
根
市
テ
ニ
ス
協
会

会
員
は
７
０
０
円　
〈
申
込
期
限
〉

８
月
26
日
㈰　
〈
持
ち
物
〉テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉
彦
根
市
テ
ニ
ス

協
会
事
務
局（
原
町　
彦
根
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
内
）
☎
26-

３
６
６
１
番

※
彦
根
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

人権啓発リーダー講座

　人権問題に関する基礎的な知識を学ぶことで人権
感覚を磨いて、地域における啓発活動のリーダーと
して活躍できる人材の育成を目指す講座です。
日程・内容

　
場所　 男女共同参画センター「ウィズ」　
時間　19：00 〜 20：30
　※８月17日㈮・９月28日㈮は 19：00 〜 20：45
対象　市内に在住・在勤の人で、人権問題に自主的

に取り組む意欲のある人　
定員　30 人（先着順） 
費用　無料
申込期限　８月15日㈬　
申込・問い合わせ先　 人権政策課☎ 30-6115、

FAX24-8577、E メール jinken@ma.city.hikone.
　shiga.jp　※電話か、①住所 ②氏名 ③電話番号を

書いて FAX または E メール
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友
好
都
市
中
国
湘
潭
市
へ
の

彦
根
市
友
好
使
節
団
員

〈
派
遣
期
間
〉10
月
25
日
㈭
〜
同
31

日
㈬
（
６
泊
７
日
）　

※
飛
行
機
の

出
発
時
刻
の
関
係
で
、
出
発
日

が
10
月
24
日
㈬
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。　
〈
派
遣
先
〉中
国
湖

南
省
湘し

ょ
う

潭た
ん

市
、
長

ち
ょ
う

沙さ

市
、
上
海
市

ほ
か　
〈
参
加
資
格
〉市
内
在
住
の

18
歳
以
上
（
高
校
生
は
除
く
）
で
、

健
康
で
団
体
行
動
に
協
調
で
き
る

人　
〈
定
員
〉８
人
程
度
（
申
込
者
多

数
の
場
合
は
、
過
去
に
彦
根
市
が
主
催

す
る
使
節
団
の
団
員
と
し
て
訪
中
し
た

こ
と
が
な
い
人
を
優
先
し
ま
す
）〈
参

加
費
〉
未
定　

※
前
回
派
遣
時
は

16
万
７
、５
０
０
円
で
し
た
。〈
申

込
期
間
〉
８
月
２
日
㈭
〜
同
22
日

㈬　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

企
画
課
☎
30-

６
１
０
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
24-

９
７
６
７
番　

※
申
込

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

企

画
課
、
市
民
・
国
際
交
流
サ
ロ
ン

（
市
民
会
館
内
）
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

教
室
開
放
事
業

▼
「
も
し
も
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
な
ら
」
講
座

〈
会
場
〉佐
和
山
小
学
校
（
安
清
町
）

〈
日
時
〉９
月
13
日
〜
11
月
１
日　

毎
週
木
曜
日
（
全
８
回
）
の
午
後
６

時
30
分
〜
同
８
時

〈
対
象
〉ピ
ア
ノ
経

験
の
な
い
小
学
生

以
上
の
人
〈
参
加

費
〉１
、６
０
０
円

（
中
学
生
以
下
は
無
料
）　

※
別
途
、

テ
キ
ス
ト
代
が
千
円
程
度
必
要　 

〈
定
員
〉
10
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合

抽
選
）　
〈
申
込
期
間
〉
８
月
１
日

㈬
〜
同
15
日
㈬

▼
「
初
心
者
の
た
め
の
水
彩
画
」
講
座

〈
会
場
〉
若
葉
小
学
校
（
蓮
台
寺
町
）

〈
日
時
〉９
月
29
日
〜
11
月
10
日

毎
週
土
曜
日（
10
月
27
日
を
除
く
全
６

回
）の
午
前
10
時
〜
正
午　
〈
対
象
〉

デ
ッ
サ
ン
や
水
彩
絵
の
具
の
使
い

方
を
学
び
た
い
小
学
３
年
生
以
上

の
人　

 〈
参
加
費
〉１
、２
０
０
円

（
中
学
生
以
下
は
無
料
）　

※
別
途
、

画
用
紙
代
が
必
要　
〈
定
員
〉
20
人

（
申
込
者
多
数
の
場
合
抽
選
）　
〈
持
ち

物
〉
筆
記
用
具
、
水
彩
絵
の
具
一

式　
〈
申
込
期
間
〉８
月
20
日
㈪
〜

同
31
日
㈮　 

▼
共
通
事
項

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
〒
５
２
２

-

０
０
０
１　

尾
末
町
１-

38
）
☎
24-

７
９
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１

９
０
番　

※
往
復
は
が
き
往
信
の

裏
面
に
①
住
所
②
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
希
望

講
座
⑥
会
場
校
を
、
返
信
の
表
面

に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
を

書
い
て
郵
送

「
彦
根
八
景
」
の
写
真

（『
新
修
彦
根
市
史
』
第
12
巻　

便
覧
・
年
表
）
掲
載
写
真

〈
募
集
写
真
〉「
彦
根
八
景
」
を
写

し
た
も
の　

※
「
彦
根
八
景
」

①
四
季
の
い
ろ
ど
り　

彦
根
城

②
小
江
戸
家
な
み　

夢
京
橋

③
緑
か
お
る　

芹
川
け
や
き
道

④
う
み
風
渡
る　

荒
神
山

⑤
多
景
島
遥
か　

石
寺
浜
並
木

⑥
さ
ざ
波
立
つ　

千
々
の
松
原

⑦
武も

の
の
ふ士
の
夢　

佐
和
山

⑧
旅
し
ぐ
れ　

中
山
道
松
並
木　

〈
規
定
〉
応
募
者
本
人
が
平
成
元

年
以
降
に
撮
影
し
た
カ
ラ
ー
写
真

に
限
り
ま
す
。
未
加
工
の
プ
リ
ン

ト
写
真
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
以
内
）、
デ
ジ

タ
ル
写
真
（
５
０
０
キ
ロ
バ
イ
ト
以

上
）
の
ど
ち
ら
で
も
可
。
応
募
写

真
は
、
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
。　
〈
申
込
期
限
〉10
月
31
日
㈬

　
〈
そ
の
他
〉11
月
以
降
に
写
真
掲

載
が
決
ま
っ
た
人
に
結
果
を
連
絡

し
ま
す
。
市
史
に
掲
載
す
る
写
真

は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。
写
真
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
人
に
は
、『
新
修
彦
根
市

史
』（
第
12
巻　

便
覧
・
年
表
）
を
刊

行
後
に
進
呈
し
ま
す
。　
〈
申
込
・

問
い
合
わ
せ
先
〉

教
育
委
員
会

市
史
編
さ
ん
室（
〒
５
２
２-

０
０
０

１　

尾
末
町
１-

38
）
☎
27-

３
５
４

４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

３
５
５
４
番
、

Ｅ
メ
ー
ル  shi2@

m
x.hikone.

ed.jp　

※
写
真
は
、

教
育
委
員

会
市
史
編
さ
ん
室
に
お
持
ち
い
た

だ
く
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
デ

ジ
タ
ル
写
真
は
メ
ー
ル
送
信
可

（
た
だ
し
、２
メ
ガ
バ
イ
ト
以
上
は
受
信

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
に
保
存

し
て
、
お
持
ち
い
た
だ
く
か
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
）。
ま
た
、
①
住
所
②
氏

名
③
電
話
番
号
④
撮
影
場
所
⑤
撮

影
年
月
日
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
留
学
生
と
一
緒
に

親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
＆

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

〈
内
容
〉ア
メ
リ
カ
の
留
学
生
と
一

緒
に
英
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

親
子
で
ハ
イ
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
）（
松
原
町
）
の

プ
チ
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も

体
験
し
ま
す
。　
〈
日
時
〉
９
月
22

日（
土
・
祝
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時　
〈
場
所
〉
黒
壁
（
長
浜
市
）

周
辺　

※
集
合
・
解
散
は
Ｊ
Ｃ
Ｍ

Ｕ　
〈
対
象
〉県
内
に
在
住
の
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
と
保
護
者　
〈
定

員
〉20
人
（
先
着
順
）　
〈
費
用
〉大
人

は
千
円
、
子
ど
も
は
入
館
料
等
の

み
実
費
負
担　
〈
申
込
開
始
日
〉８

月
８
日
㈬　

午
前
９
時
〜　
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉公
益
財
団
法

人
滋
賀
県
国
際
協
会
☎
０
７
７-

５
２
６-

０
９
３
１
番

「
交
流
都
市
と
彦
根
の
観
光

と
物
産
展
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
出
店
者

▼
共
通
事
項

〈
開
催
日
時
〉
11
月
１
日
㈭
〜
同

４
日
㈰
の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）　
〈
出
店

場
所
〉ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ（
野

瀬
町
）
駐
車
場　
〈
申
込
期
間
〉
８

月
１
日
㈬
〜
同
22
日
㈬　

午
後
５

時
15
分　
〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
〉
公
益
社
団
法
人
彦
根
観
光
協

会
☎
23-

０
０
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

１
９
１
９
番　

※
同
協
会
事

務
所
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
物
産
展

〈
対
象
〉市
内
で
営
業
し
て
い
る
事

業
主
（
会
社
）　
〈
費
用
〉
販
売
手
数

料
と
し
て
、
売
り
上
げ
の
20
％

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〈
対
象
〉市
内
在
住
の
個
人
、
ま
た

は
市
内
に
所
在
地
が
あ
る
団
体
で
、

営
利
を
業
と
し
て
い
な
い
も
の（
公

共
機
関
は
対
象
外
）　

※
飲
食
物
の

販
売
は
11
月
２
日
㈮
〜
同
４
日
㈰

〈
費
用
〉１
ブ
ー
ス
当
た
り
５
千
円
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こ
の
よ
う
な
メ
ー
ル
は
架
空
請
求
詐

欺
に
見
ら
れ
る
手
口
で
す
。

　

無
料
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
た
人
な
ら
、

よ
く
似
た
内
容
の
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ

た
経
験
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
問

い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
の
表
示
が
あ

る
の
で
、
交
渉
が
で
き
る
と
思
っ
て
も
、

安
易
に
連
絡
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
個
人
情
報
を
悪
質
業
者
に
伝

え
る
こ
と
は
、
自
宅
に
電
話
や
手
紙
が

執し
つ

拗よ
う

に
く
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
個
人
情
報
を
む
や
み
に
伝
え
な

い
、「
自
分
の
情
報
は
自
分
で
守
る
」
と

い
う
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
契
約
も
、
他

の
契
約
と
同
様
で
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
利
用
規
約
を
読
み
、
契
約
す
る
た
め

の
必
要
な
情
報
を
入
力
し「
申
し
込
み
」

の
意
思
表
示
を
す
る
と
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
事
業
者
か
ら
「
承
諾
」
の
通
知
が
届

く
こ
と
で
、
お
互
い
に
意
思
の
合
致
が

行
わ
れ
契
約
が
成
立
し
ま
す
。

　
「
誰
」
と
「
何
の
サ
ー
ビ
ス
」
を
「
い

く
ら
で
」
を
確
認
し
て
契
約
を
し
ま

し
ょ
う
。
身
に
覚
え
の
な
い
、
知
ら
な

い
と
こ
ろ
か
ら
の
メ
ー
ル
は
、
安
易
に

開
か
な
い
よ
う
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
や
、
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
　日本の緑茶のことをブラジルでは、「Chá( シャ ) 
verde( べルジ )（緑のお茶）」と呼んでいます。
　健康にいいということから多くのブラジル人に
も愛用されているお茶です。日本の食料などが数多
く並んでいる店やスーパーには以前からありまし
たが、緑茶がブームになったのは最近のことです。
　さて今回は、ブラジルでよく飲まれているお茶の
ことを紹介します。正確には、「ブラジルでも」と
言うべきかもしれません。
　それは、今や日本のテレビ CM にも流れている
マテ茶のことです。ポルトガル語で「Chá( シャ ) 
matte( マッテ )」と言われるこのお茶は、元々は南米
の先住民が飲んでいたものを、入植者が取り入れた
ものです。ブラジル以外の南米のいくつかの国でも

飲まれていますが、ブラジルの南部と中西部の一部
では、少し変わった飲み方をします。
　例えば、滋賀県と姉妹提携をしている、南部のリ
オ・グランデ・ド・スル州やその近くのサンタカタ
リナ州、パラナ州などではマテ茶の葉を乾燥させて
粉末にしたものにお湯を注いで飲み、それを「シマ
ホン」と呼びます。
　私の生まれ育った中西部の地域、マット・グロッ
ソ・ド・スル州では、同じマテ茶でも、南部ほど細
かくなってはいない粉末のものに冷たい水と氷を
入れて飲み、「テレレ」と呼びます。
　味は、南部と中西部はどちらでも同じですが、他
の地方とは違って苦味のあるお茶になります。
　「シマホン」や「テレレ」という呼び方も飲み方
も、他の地方では知られていないため、そういうも
のがあることさえ知らないブラジル人も多くいま
す。
　さて、これらの地方でマテ茶を飲むときには、そ
の道具にちょっとした特徴があります。どんな特徴
かと言うと…残念ながら紙幅が尽きましたので、そ
れは次回に紹介します。

【彦根市国際交流員　平田エジナ】

　

市
内
で
最
近
起
こ
っ
た
相
談
事
例
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
突
然
、全
く
知
ら
な
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
事
業
者
か
ら
利
用
料
金
を
請
求
す
る

メ
ー
ル
が
届
い
た
。

　
「
お
試
し
期
間
内
に
退
会
手
続
き
の
確
認
が
で
き
て
い
な
い
、
現
在
は
長
期

放
置
状
態
で
延
滞
金
が
発
生
し
て
い
る
。こ
の
状
態
が
続
く
と
利
用
規
約
に
よ

り
30
万
円
の
違
約
金
請
求
を
す
る
こ
と
に
な
る
。本
通
知
か
ら
24
時
間
以
内
に

連
絡
が
な
い
場
合
は
、
通
信
事
業
者
を
通
じ
て
法
的
処
置
を
行
う
と
と
も
に
、

身
辺
調
査
を
行
う
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

　
脱
会
処
理
の
方
法
や
詳
細
な
利
用
状
況
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
が
表
示
さ
れ
て
い
る
が
、

連
絡
し
た
ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
か
。
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　 健康推進課（平田町・福祉保健センター）
☎24-0816、FAX24-5870

目め

加か

田だ

悦よ
し

亘の
ぶ

ち
ゃ
ん

（
芹
町
）

杉す
ぎ

山や
ま

洸こ
う

希き

ち
ゃ
ん

（
野
瀬
町
）

目め

加か

田だ

紗さ

衣え

ち
ゃ
ん

（
芹
町
）
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情
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政

策
課

●
1

日
・

1
5

日
発

行
　

　
通

巻
第

1
2

7
2

号
（

 平
成

2
4

年
8

月
１

日
発

行
）

▶
「

広
報

ひ
こ

ね
」

は
大

豆
油

イ
ン

キ
を

包
含

し
た

植
物

油
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
▶

廃
棄

す
る

場
合

に
は

古
紙

回
収

に
出

し
て

く
だ

さ
い

。
▶

こ
の

「
広

報
ひ

こ
ね

」
は

4
9

,5
0

0
部

作
成

し
、

１
部

当
た

り
の

単
価

は
1

0
円（

１
円

未
満

切
り

捨
て

）で
す

。た
だ

し
、原

稿
作

成
・

編
集

な
ど

に
か

か
る

職
員

の
人

件
費

は
含

ま
れ

て
い

ま
せ

ん
。

広
報
ひ
こ
ね

24

　

７
月
６
日
、
ひ
こ
ね
市
文
化
プ

ラ
ザ
（
野
瀬
町
）
で
「
第
14
回
彦
根

市
中
学
生
広
場
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

市
内
の
７
つ
の
中
学
校
の
１
年

生
が
、
作
文
発
表
な
ど
か
ら
、
仲

間
が
抱
い
て
い
る
思
い
を
聞
く
こ

と
で
、
そ
の
思
い
に
共
感
し
、
自

分
自
身
を
見
つ
め
直
す
機
会
と
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
部
活
動
の
こ
と
、

平
和
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
、
自

由
に
つ
い
て
思
う
こ
と
な
ど
を
自

分
た
ち
の
言
葉
で
語
っ
て
い
ま
し

た
。

自
分
た
ち
の
言
葉
で
語
っ
た

中
学
生
広
場

飛
べ
！
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

彦
根
市
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　7月8日、グリーンピアひこね（清崎町）で
彦根市サイエンスプロジェクト「子ども科学
教室」が開かれ、ペットボトルロケットの製
作と飛行実験を行いました。
　湖東定住自立圏の事業の一環で、今回は彦
根市、愛荘町、豊郷町の小学４年生から中学１
年生が参加しました。グループで協力しなが
ら製作したペットボトルロケットに水と空気
を入れ、それが勢いよく高く飛び出すと、子
どもたちから大きな歓声が上がっていました。

　

７
月
９
日
、
西
中
学
校
（
金
亀

町
）
で
、
２
年
生
の
生
徒
と
保
護

者
を
対
象
に
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ

ン
ス
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
保
健
体
育
で
ダ
ン

ス
が
必
修
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

親
子
で
ダ
ン
ス
に
親
し
み
、
一
緒

に
踊
っ
て
交
流
す
る
時
間
を
持
つ

こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

活
躍
中
の
市
内
出
身
の
ダ
ン

サ
ー
を
講
師
に
招
き
、
約
２
時
間

ダ
ン
ス
レ
ッ
ス
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
と
保
護
者
ら
は
曲
に
合

わ
せ
て
グ
ル
ー
プ
発
表
を
し
て
、

ダ
ン
ス
を
楽
し
み
、
気
持
ち
の
い

い
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

親
子
で
ダ
ン
ス
に
親
し
も
う

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
講
座

人口と世帯数
　　　　　　平成24年7 月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１２,５６４人（＋     ７９）
　  ５５,６３８人（＋     35）

５６,９２６人（＋     44）
４４,４５３世帯　（＋     ６4）

表
紙
の
写
真

　

７
月
14
日
、犬
上
川
無
賃
橋
（
高

宮
町
）
上
流
で
、
協
同
組
合
高
宮

商
工
繁
栄
会
が
主
催
す
る
高
宮
納

涼
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
０
０
回
の
今
年
は
、
音
楽

に
合
わ
せ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
る
ス

タ
ー
マ
イ
ン
や
仕
掛
け
花
火
な
ど

が
あ
り
、
合
計
約
３
、
５
０
０
発

の
花
火
が
夜
空
を
彩い

ろ
ど

り
ま
し
た
。

　

川
の
両
岸
な
ど
で
は
、
家
族
連

れ
や
カ
ッ
プ
ル
ら
が
色
鮮
や
か
な

花
火
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
火
大
会
に
は
、
彦
根

中
学
校
の
生
徒
や
地
域
の
人
な
ど

が
、
当
日
の
準
備
や
翌
日
の
清
掃

を
行
い
、
地
域
み
ん
な
で
行
事
の

成
功
に
協
力
し
て
い
ま
し
た
。

光
の
芸
術
に
歓
声


